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精神障害者の社会生活機能と社会参加に関する研究

―保健所のリハビリテーション・グループワーク活動参加者の1年間の追跡を通して―

北島 謙吾 黒田 研二 多田羅浩三

　保健所でのリハビリテーションのためのグループワーク活動に参加している精神障害者66人，男30人，女

36人を対象に，社会生活機能とその後1年間の社会参加状況を調査した。社会生活機能は，自記式質問紙に

よって日常生活の自己管理レベルを調査した。質問紙は，生活リズム，身の回りの管理，社会的活動，対人

関係，疾患の自己管理の5つを枠組みとした20項目からなる。また，1年間追跡して就労の有無を社会参加

の指標とし，社会生活機能との関連を調べた。さらに，就労した群と就労しなかった群を目的変数とする数

量化Ⅱ類による分析を行った。その結果，以下の知見を得た。

　1.　就労した群（17人）では，「人との会話」，「悪化時の相談」の自己管理レベルの高い人の割合が，就

労しなかった群（49人）に比べて有意に高く，また，「調理」，「時間の約束」，「服薬管理」，「医師への服薬

相談」の自己管理レベルの高い人が多い傾向がみられた。

　2.　就労群と非就労群の判別には，投入した10の説明変数のうち「人との会話」，「性別」，「退院後経過年

数」，「調理」，「同居家族の有無」，「医師への服薬相談」といった変数の関与が強いことが示された。

　以上の結果より，保健所グループワーク活動における社会参加に向けた援助では，対人関係，疾患の自己

管理などの社会生活機能向上を目指した支援が重要であると考えられた。
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